
第26 回総会〕

F －13

家庭経営学・家政学原論・家族関係　161

'肖 収り為貰丿め蕎，胡係（ 泰二報）一 巻気敗みに畑1 わ寡御
4r減 靴 仮教良　・未恚赦止　今叶丸脈

i 的　 丿

の網わ 絹 黄力ダ斟i  碑λ1 多偽か の兎 双史の双f  ^/ ず^  シ いこヴれ そニで- 禰

蒼r- 威 名レZ ^ 呆 岫ヽ り啼爾 心 乙‥う肌衷､f  クづ硝tﾒ の麦織 ずその呼ま 考ひ'i

才乃万どク^吃.  今回 辺巻 乳菓洵l（ つ口て迫師ヽ レ1  ■?)■教､つ

方俵 り､ 哺^^ 嘔 公お 初 り 刊坤^ 力 ）い､匹 ふ4 川 ）～ぬ･71 C S.i% り ずら、

協表が新 っ衣濠ぬi  % 卜報 璃i  わいく友 か秤補 乙禰斎 乞氷 卜 嘲 み､の剛 紅 っ丿t  雅

枝湘 別孫叡（ スざ了々  ）i 薯 臥し応鮫 レ衣。 一一礼 了い レil <f) ＆ ふ 漑eりUn/ 八 り

湖晶千久ト報^ 載f ある ゛＆がwef-Report5 ″VfcLパL り1  μ ）～V≫L、31 (. ﾉﾀ匯 ）ヵヽ ら

lり裸､こ係数f す止レ 曰蛋 の戻堤､^ め嘲 抑し靫t 耐ガ フガ、

希 束　lリ､ の偽 會、ぷtit し 価喬に､ 湘糾関係 ダ瓜に万っ参もf) 小 会函回7/ 、）ケか

?- 幻釧 あ゙') コ れ んりり 糾^ で互の相関褐孫ぞ みら自片乱 レダレ、刄粉 面乙^ 気巌

長£乞乙 φべろ とヽ^ 気製ぶ 卵f  クダ 正の湘If  玄あ 心勅可iうカダカダフた・

てリ11  ﾌ 易か-  ii ヶf) 和 ベン わ正の湘冽帽 和 二あワ犬かのな 奢あ い い うち､i

で 蛋 フ仁、千f< -   t の湘僕丿廓U 知年バ と丿 μ 耳バ､丿 々に みそﾌれt  ・ 二岬こと一浮教時中

官 心hﾉ で略 糞｡乙消費^  乙川§係̂f-tlり わフ マ･吋 乙彦沁ら､れゐ・ レカヽレ-T 気製･^

乙衣桁馬乙を 砥りべる乙、）ﾖ肇 め為脊乙汀£1く、取付、勿のほうtヽ`ま の相湖ず才 り 砂く

あり われて目る 。

F －14   消 費生活 の地 域絡 葺についt  の1 つの分袴(3    )

厚 生省 人t7 研　　 内野連子

目的　 食生活の地域格 笈ij戦 後 急速に収綿し ，禄 準化の傾 向t  示し 心 μこい3. 一

般にふ とダ)ら れ ているところり;) る． しり
，
し.  地成格幕の対 幕･- なる食ま油自 体の内

參は諭者 によっr  1  な ，r  お'ト ー支しX  いゐわけr- はい, ・ヽ 私は．本学会 において

昭細4^ 年ヽ4-7年ヽ4名年にねrいト 統計局 の岳m 消 費実態調査(H5 泗-.   3?， 新 年)t 利

用し. 菓 色単位 と, I.て食・ 活の地織格簒 の研 拓μ 果乞老ゑし 艮・ 今回ia さらに 莉` い ヽ

別

方法　 前二回の報 告におい て,J. 各系．16 食品群別購入 支出金額 の罹政t 食･＼'9 -

ソヒ.しx 幕間 の類似幸't 算定し.    個<2・ 摩の池の4･5#. け 才? ゐ類似卒 を火軟 するヒI-

うマ)~ 'I '･/ 7  Å的 方池 にJ､-> μ・ い しヽヽ今回は さらに一歩 濾めz  - 耀路化 ヘ7 ト'‘/

間 の毘離 の和 おJ< び標 事化ヘ クト･l/Plflの距離・ 如と算出し ，食品ベ クトル の分散の%

洩･･ヽ ら県別 間の哨織格凛のm 討 眉n  なっ に・

銘I　 前報 告におい ても.   食^ 活 ｸﾞ)地織塔 策ia 、昭如3^ ，3ﾀ･ μ 年の1 年次に.おい

て郎ケ
■  

平均化 の順向に あゐこと をあ? ら ヵヽ にしrこ．今回の絞計的 お 去,^。t， ても同

様 な順向ヵN'みら れT-・̂ レ カヽし. 食品 に．:． てu 輩蘭め聞 和ぐ堤粗 ひ1.の琢 蒐ほむしろ

拡大の傾向 さえみら 艮μ．


